いったい俺のカネはいくらだ!~複雑過ぎる世の中のカネ勘定
社会って複雑過ぎて頭がまわりませ~ん。
いったいこの世の中は速いのか遅いのか?私のように肝の小さくて頭の悪い人間には世の中の仕組みが複雑過ぎてついてゆけない気がする。
大きく言えばいわゆる信用システムって言うんでしょうか?たとえばクレジットカード。私はクレジットカードほど嫌いなものはない。「翌々月の一括払いで結構でございます」。結構でございます?そんな金額はいちいち覚えていられない。ましてや「手数料」と言われる、早い話が利息を取られるやつ。「お客様、ただいま低金利で大変お得になっております」。うそだ!!そんな綺麗事を言ったってカネ取るんだろ?
嫌いなら使わなければいいのだが、それがそうは行かない場合もある。要するに現金払いお断り。クレジットカードがないと使えないサービスもある。仕方なく1枚作る。とこれが、計算が分らなくなってくる。おまけに現金で払ってやるというのに、一見その方が高かったりする。「代金引き換え手数料千円戴きます」。でも後々によく考えてみると精神衛生上もその方が「お得」な場合も多いのである。
リボルビング払いなんかわけ分からない。いったいこの金利いつまで払い続けるの?というような羽目にもなるからだ。
そしてその逆もある。入ってくるカネがまたしても「翌々月にお振り込み致します」だったりする場合である。
そういうのを「信用システム」と言うらしいが、そんな訳の分らないことはやめたいのだが。。。。
すみません。いったい私のおカネはしめておいくらなんでしょうか?
文化放送 くにまるジャパンで戴きました
文化放送「くにまるジャパン」で投稿が採用され、ステッカーを戴きました。ありがとうございました。
睡眠障害
私はもちろん、毎晩同じ睡眠剤を服用しているが、睡眠リズムのかなりな異常がある。ごく単純に言えば一晩おきに眠れずに徹夜をすることになりそしてその翌晩は長時間の睡眠となってしまう癖がついてしまっているのだ。よく老人がそのような生活パターンになる場合があると聞くがそれほど極端でもないかもしれないが、私くらいの歳でも(今年53歳)12時間くらい眠った翌日に眠れなくなるのはある意味当然かもしれないが、12時間ほども眠れる時はいいのだが、ひどい時は毎日のように平均3,4時間ほどしか眠れない日が続くこともある。このようにたしかに私は睡眠障害なのだが、何でもかんでも障害とか病気とか言っていても意味が無いというかしょうがないのであまり気にしないようにしている。ただこういったことが身体の病気となって現れるとすると厄介だし、まあ少なくともいわゆる健康的な生活ぶりとは言えないと思う。ただ私の場合、身体の異常はともかくもともと働けないので働いていないし、日々の暮らしで何かを何時にしなければならないとか、毎朝必ず何時に起きなければならないということはないので事実上困ることは無いに等しい。
USBレコードプレーヤー購入
DENONのUSBレコードプレーヤーを購入した。これはPCに直接接続するタイプではなく、USBメモリーをつないでmp3録音するタイプである。30年以上前に買ったLPレコード「陽水生誕」を早速録音してみた。思ったより音質は良かった。2万円弱のプレーヤーで、ベルトドライブ方式。正直音質にはそれほど期待していなかったのだが。ただ見たところ耐久性はそれほど強いとは思えないが。まあ満足だ。
型番DP-200USB
windows8Proアップグレード版4000円弱プラス約400ポイントで予約
ヨドバシドットコムに2000ポイント強があったので、windows8Pro up版を4000円弱プラス約400ポイントで予約した。
発売日に届くとのこと。
行政サービス、とりわけ社会保障のあり方について~障害者の立場から
私が日頃から一人の障害者として、行政サービス、とりわけ社会保障のあり方について思っていること。
社会保障など行政サービス全般に言えることですが、一番の課題は申請手続きの難しさ・煩雑さだと思います。たとえば私は障害者として障害者自立支援法のサービスを受けていますが、これは毎年更新の手続きが必要です。障害者手帳も二年に一度写真と医師の診断書を添えての更新手続きが必要です。なぜそんなに頻繁に手続きが必要なのか私は以前から甚だ疑問に思っています。私はもう30年以上もことあるごとに、また制度が変わるごとにこうしたことを経験しています。病気や障害を持った方や高齢の方などがわざわざ役所の窓口まで出向くことの困難さを想像してみてください。加えていちいち煩雑な書類にさまざま書いたりすることの困難さを公務員の方々はどう考えているのでしょうか?せめて電話一本で自宅まで来てくれることくらいはして戴きたいと思います。
15時の夕食
私の両親と妹は、まあ有体に言って知能面で私とずいぶんと開きがある。もっと簡単に言えば頭が悪い。頭が悪い人は人の話を聴いていないばかりか自分が何を言っているのかすら聴いていない。少なくとも私にはそう思える。彼らとは日本語が通じない。もちろんその他の言語も通じない。それに加えて特に父親の短気さと言ったら何と形容したらいいのか分からない。彼らは文字というものがまったく書けないので、コミュニケーションが成立しない。歳をとって半分認知症気味なこともある。人の話は聴いたつもりになっているようだが実のところ聴いていない。私は両親に何かを言いたいときには紙に書いて見せるのだが、父親などはそれをろくに読みもせず分かった気になっている。私は別に威張りたいわけでもないが、20年くらい前に「老いては子に従え」という言葉もあるね。と言ったこともあったが、両親はそれに耳を貸そうとはせずに80にならんとする今も威張り散らしている。人の話を聴かず威張り散らす老人の扱い方を正直私にも分からない。先日も風呂の給湯器の新規工事に、はじめ業者が持ってきた見積もりが高過ぎたのでやり直させて、次の能力のかなり低い安い機械の見積もりの金額だけを見て契約してしまった。騙されるのは結構だが、ろくに風呂が沸かないのでは困ってしまう。今も短気な父親は時間より1時間も早くに私の夕食の弁当を買ってきてしまったところ。買ってきてくれるのは有難いが冷めた夕食を食べさせられるのではかなわない。何しろ言葉が通じないのでどうしよもない。15時。こんな時間に私は吉野家の牛丼の夕食を食べざるを得ない。
日本人のガン発症率は本当に増えたのか?
3.11以降、よく日本人の戦後というか近年のガン発症率が増えてきたとの指摘が多いが、
本当にそうなのか?ど素人考えだが非常に疑問を持っている。
確かにガンが原因で亡くなる人も増えたし、
ガンになる人の数も増えているように見えるが、
これはあくまで、ガンが発見される機会が多くなっただけのことかもしれない。
大昔は、人が亡くなっても死因は厳密には分らず、
言い方は悪いがおおざっぱにつけられていたように思う。
最近はガンの検診を受ける機会も増えたし、
ガンを発見する技術も飛躍的に進歩した。
それでガンが増えたと言うよりも、発見される機会が増えただけのことかもしれないと思うのだ。
昔のラジオの出番~AMラジオのFM化でV-Low帯利用か
http://www.asahi.com/business/update/0228/TKY201302270601.html
上記記事によると今後既存のAMラジオ局のFM化が進む可能性があるという。
その際使用されるFM電波は90MHz~108MHzのいわゆるV-Low帯となる可能性が高い。
となると昔のワイドバンド仕様のFMラジオが使えることになる。
ちなみに現在のFMラジオは76MHz~90MHz、
FMワイドバンドとは、76MHz~108MHzの周波数帯である。
radikoの普及でラジオをラジオで聴く人が減ったとはいえ、
緊急非常時などにはサーバーなどのダウンも予想される。
昔のラジオの出番かもしれない。
疎外感
何年か前に我が家のおもな家電、エアコン、冷蔵庫などを買い替えた時も、そして妹が勝手に借りたアパートに両親が援助しているのも私には内緒だった。妹のアパートに至ってはその場所さえ私にだけは秘密だった。彼らは考えたのだ。あいつに教えると何をするか分らない。そういった具合に我が家では重要なことは私抜きで決められ、私には知らされない。秘密だ。
人は私のこうした疎外感を被害妄想あるいは嫉妬と言うのだろうか。
我が家では、いや我が家でも、私はいちいちうるさい男として疎まれているのである。
発病から35年、統合失調症をはじめて自覚
私は35年前に発病した統合失調症患者である。
とずっと言ってきたが、正直言って自分では自分の頭が狂っているとは思っていなかった。この35年間の自分の言動や起こったことを思い返していた。そしてごく最近になって、その支離滅裂な言動や情緒の不安定さなど、うまく説明できないが確かに自分は頭が狂っているという認識に至っている。逆な言い方をすれば、誰に遠慮するでもなく、自分は狂っていると認識することはそれほど難しいことだったのである。もちろん、たとえば今これを読んでいるあなただって、「自分は頭が狂っている」と自分に対して認めないのではないだろうか。
病気の振りをすることは簡単だ(私はずっとそのつもりでいた)。しかし自分が狂っているという認識はそう簡単なことではないと思う。それが何を意味するのか、そんなことは私には分らない。
「一票の価値の格差」の勘違い
いわゆる一票の格差が大問題になっている。ここで言う一票の価値とはもちろん違う選挙区間における選挙での一票の価値である。同じ選挙区内においては元より一票の価値に格差はないはずだ。そこで私がこの問題で変だと思うのは、選挙の当落は得票数の絶対数で決まるわけではないからだ。つまり、ある候補者が何%の票を得たかで決まるのであって何票取ったから決まるのではない。世論調査の支持率のようなものだ。したがって一票の価値に格差があっても、公正に行われた選挙であれば結果は同じはずだと思う。何か世の中全体がこのことを勘違いしているのではないか?
食べるべきか食べざるべきか、それが問題だ
正直言って私は最近食欲がない。つまり食べたいという欲求がない。しかし私の母親は極端に健康に気を使っており、はっきり言って私に食べることを強要する。もちろん身体に良い食事をである。それでも私は、何とか朝食は抜いている。私は考える。食べるとはどういうことか、と。精神的にも肉体的にも身体が嫌がっているものを、健康に良いとされているからと言って無理にでも食べるべきなのか。それとも食べたい時に食べたいものを食べていればいいのかというような事である。答えは出ない。昔ある知人が極端な拒食症になって痩せていったのを見ていたので、簡単には食べたい時に食べたいものを食べたいだけ、とは言えないのだ。簡単なようで意外と難しい問題なのかもしれない。人によって言うことも違うので迷ってしまうのも事実だ。
私の大穴馬券的中法
地方競馬は中央競馬より簡単、というのは私の思い込みか?
今でも競馬はど素人の私は、中央競馬より一般に頭数が少ないことが的中率が良いことの主因かとも思う。
とは言え、上記の15万馬券を的中させたのは初めてだし、
その前は13万円が最高記録であった。
私が勝手に思いついた大穴馬券的中法は次の通り。
まず三連単の一番人気が大体15倍以上のレースを狙う。
そういうレースは、大抵100倍超が当たりやすい。
そして、プロの予想欄を見て、5,6頭に印が付いているレースを、
フォーメーションで買うことを前提に組んでみる。
5,6頭は、60通りか120通りになるはず。
これらを全部買ってもいいのだが、予算の都合上、更に絞りたい場合は、
オッズ100倍を見当にそれより低いオッズの組み合わせをどんどんはずしていく。
私の経験では、そういうレースでは100倍未満が来ることはまずないからだ。
以上が私の大穴馬券を的中させるやり方だ。
ポジティブへ?
生まれて初めて私は、長生きしたいと、いや長生きするのではないかと思うようになりました。
19歳の春に精神障害者となり、何回も入退院を繰り返し、そして53歳の春、初めてそう思うようになりました。
心身ともに虚弱で、ほぼ完全に家から出られない生活をしています。
そして、「自分はもういつ死んでもいい」と思いながら日々を暮らしてきました。
何かこれから出来るとかやりたいという考えはありませんが、今のままで生きていこうと思います。
幸い、先日内科の検診では特に悪いところはありませんでした。
流行りの言葉で言えば、ネガティブから少しだけポジティブな心持になったのかもしれません。
あるいはそれも病状のせいかもしれませんが、
53歳にして生きてあるということの喜びを感じるようになったのかもしれません。
あるいは3.11によるPTSDがようやく癒えて来たのかもしれません。
私は普段からテレビを見ないせいもあって、震災関連の映像をほぼまったく見たことがありません。
それでも私はPTSDになっていました。
しかしこれからは、体調がいい時には、近所を少しずつ散歩でもしてみたいと思います。
9条の改定には反対
私は日本国憲法9条の改定には反対の立場だ。
自衛であろうが侵略であろうが、戦争には反対だ。
今の自衛隊は違憲であり、廃止すべきと考えています。
当然だが日米安保も破棄すべきと思う。
他国から攻められたら即時降参すべき。
とにかく戦争放棄である。
そして我が国の憲法を世界中に宣伝して、
平和立国であることを自慢するのがいいと思う。
3.11以降の世界および日本
私は、政治的には民主主義が、経済的には資本主義あるいはグローバリズムが、
3.11をきっかけに終焉して、時代は次の局面への移行期の混沌に入ったと認識しています。
世の中は世界的に想定外のことが起きたり、
それでも原子力発電を輸出したり、
あるいは、世界中で基軸通貨とされてきた米ドルでさえ、
その信用度に疑問が生まれて、実物の代表である金(きん)が買われたりしているように思えます。
日本においても、政治も官僚も信用されず、
明らかに混沌の時代に入ったと私は思っています。
気がついたら21世紀だった
1959年に生まれて、気がついたら21世紀だった。
最近知ったことだが、私が生まれた頃、太平洋で多くの核実験が行われたらしい。
そして東京でも一時60年代初め、
空中放射線量が高まって行き、その後の測定は中止されたのか、資料がない。
少なくとも公開されなくなった。
1970年代に私たち世代は、成長期の10代を過ごし、
テレビなどでは「21世紀はこうなる」みたいな未来の夢が語られ、
日本中のあちこちに原子力発電所が建設された。
そういった「夢の未来」は、3.11以降崩れてしまった。
政治的にも社会的にも経済的にも、あらゆる「夢の未来」を語る人々は激減してしまった。
気づいたら私たちは、21世紀を暮らしている。
私のコンピュータ履歴
私が上智大学理工学部電気電子工学科に通ったのが、
1979年から1980年頃で、結局中途退学した。
しばらく散歩と小説を読むことに熱中していたのだが、
たぶん1995年頃、Window3.1の一体型のパソコンを買って、
何とかインターネットに繋ごうと試行錯誤をしていた。
ISDN回線を使って本格的にインターネットで遊び始めたのは更に数年後、
Windows95のパソコンにしてからだったと思う。
その頃はまだブログというシステムが無く、
それでも自分なりに勉強してホームページとメールで遊んでいた。
またその頃は、いわゆる個人情報についてはおおらかで、
メールアドレス公開の交流サイトやメーリングリストなどが活発で、
ある意味では、今のtwitterなどよりも健全だったような気がする。
そして自作のパソコンもいじっていた。
時が流れ、時代も変わり、
今はメーカー製パソコンそしてWindows8を使っている。
孤独
ウツ気味。
そう言えば、
という感じで思い返してみると、
この半年くらいの間で、
自分は内面的におとなしくなったのかもしれない。
昔はよく、 人から怖がられていた。
そして知人は、一人また一人と、離れて行った。
気がついたら私は一人ぼっちになっていた。
それでも昔の私なら、
その孤独を何とも思わなかった。
しかし今の私は孤独感に押しつぶされそうな気分だ。
まさに一人では何も出来ない、子供のような自分が見える。
普通に働くということ
しかし、今更ですが、
多くの人が普通に働けるのに、
我々にはそれが出来ないというのはどういうことなんでしょうね?
何かありそうなもの。
自由業のようなもので何かないかなあ?
何十年も考え続けても答えが見つかりません。
*
高校の入学式で倒れて続けて「病気」で5連続欠席をした。
東大病院で検査をしたが、異常なし。
若い医師が「将来はサラリーマンは無理だろうから、何か自由業のような職業を・・・・」との助言を述べた。
*
もともと私は、幼少時から疲れやすく体力がなかった。
中学校の頃から、他の生徒より体力がないという劣等感に苛まれていた。
普段の体育の授業でも、また遠足などでも、いつもビリであった。
高校の入学式は生徒は立たされたままで行われたため、
貧血のような状態で立っていることが出来ずにしゃがんでしまった。
その劣等感を克服するために自発的に運動をやったが、
もはや努力し過ぎて、いわゆる燃え尽き症候群に近かった。
高校の修学旅行も、大学の泊まり込みのオリエンテーリングも欠席した。
大学を出ても就職など出来ないであろうことが不安で、
大学の精神科の診療所へ通ったが、とうとう入院してしまい大学は中途退学した。
それ以来、自宅療養や入院を繰り返し現在に至っている。
一度も就職も出来なかった。
顔が怖い
人からよく、顔が怖いと言われる。
大抵の人は「怖い」とも言わず
ただ逃げていくが、
いずれにしても私が深く傷ついていることは
分っているのかいないのか?
バランス感覚
バランス感覚とかニュートラルでありたいとか、
別にそんな難しいことを言っているのではない。
ただ「ふつう」でありたいということだ。
精神病
母親がいつまで経っても自分のわがままに気づかないので、
とうとう強い調子で指摘してやりました。
それでも彼女は分らないでしょう。
せめて精神科にかかってくれればと思います。
それは父も同じです。
どうやらこのままでは、皆が苦しむだけだと思います。
もちろん私もずっと、とても苦しいので、強い調子に出たのです。
ええ。どうせ善意でしょ?良かれと思ってですよねえ?
社会的入院の是非
精神科のいわゆる「社会的入院」は必要だと思う。
問題は、患者さん一人一人の事情や気持ちだと思う。
病院に居たほうがいいと思う患者さんは少なからず居る。
特に単身者が、家事など、地域社会で暮らすのは、
実際問題として困難な場合は当然多くある。
偏見・差別などばかりではなく、
ヘルパーさんに来てもらったとしても、
心配は24時間365日常にあるだろうと思う。
その上で、強制的な入院はなくすべきだと思う。
大量生産大量消費との決別
ど素人の私が以前から言っているのは、
いわゆる大量生産大量消費の資本主義社会のグローバリズムの終焉と
その次に来つつある、
FEC自給圏もしくは里山資本主義の到来である。
この両者の違いもよく分らない私にも、
確実にそれらの哲学が必要な時代が来ているということは分る気がする。
簡単に言えばそれは、エネルギーや食糧などの地産池消ということらしい。
通貨が不要になるとまでは言わないが、
それはある意味自給自足であり、
社会の再構築であろうと思う。
付け加えるなら、
将来を見据えれば、
民主主義との決別も意味するのかもしれない、
国家というものの再構築をも含むものと思う。
「絶対に許せない」と言う人たち~沈黙を守る
社会的、政治的な問題で、
「許せない」と言う人たちが少なからず居ることは非常に残念だと思う。
敢えて言いたい「なんと心が狭いのだろう」と。
許せない、それも「絶対に」というのはどういう意味だろう。
それは、その人の狭量さはもちろん、
想像力の欠如。
つまり相手の気持ちになって物事を考えられないということを意味するのだと思う。
しかし、そう言うと必ずと言っていいほど、
「お前は"被害者"の気持ちになれていないのじゃあないか?」
などと応酬されるかもしれない。
しかしもしそうなったら、沈黙を守ったほうが偉いということになるのかもしれない。
もちろん沈黙を守って訴えられたりして、損をするかもしれない。
世の中は損得勘定でしか動けない愚かな人たちが多い。
和尚とJ.クリシュナムルティー
本書の始めの方で和尚は、
J.クリシュナムルティについて、
彼は一生を棒に振ったなどと述べている。
私は別の和尚の講話などで
和尚はJ.クリシュナムルティもブッダであるように言っていたのもあり、
自分でもクリシュナムルティを読む限り、
彼もまたブッダであると思っていたので、
ショックを受けたとは言わないが、
さて?と混乱気味である。
誰か信頼のおける人で、
彼ら両方を読んだ人がもし居れば訊いてみたいのだが、
残念ながら、
そういう人は知らない。
比べないという気づき
彼と自分、
あの時と今、
社会と自分、
あそことここ、
などなど。。。。
とにかく比べないことが幸福であることのすべてだと昔読んだ。
そして今また、ふとしたことがきっかけでそのことに気づいた。
特別秘密保護法
いま国会で審議されている特別秘密保護法ってと言うか、施行後の社会ってと言うか、
何が何だかと言うか、何から何まで、
普段から強力な妄想を抱いている統合失調症でないと暮らせなくなりそうですね。
3.11以降特に私が予想していたことが現実になってしまったと思っています。
大げさだとお思いでしょうが、それは民主主義と資本主義の終焉です。
何も中国や韓国から潰されなくとも、日本国民は先の選挙において、
自ら国が自滅するような政権を選んでしまったのですね。
あるいは結局また、官僚支配の国に戻っただけとでも言うべきでしょうか。
これからの日本は、皆が何も言えず、民主政権が抵抗し多くの人が夢見た、政治主導ともほど遠い、
官僚の思い通りになるようです。
救い
*
常に死ぬ時期を考えている。
と言ってもいわゆる「死にたい」という自殺願望は私にはほとんどない。ただ自分の身に自然と死がやってくるのを受け身で待っているという心持ちだ。別に悟っているわけではない。ただ先日夜に体調が悪くなって、具体的には心臓のあたりが苦しくなって救急車を呼び搬送されたときに、たまたま連休の夜中で元々医者などろくに居ない病院でまだ半分学生のような当直医が一通り私を診ながら「休みですから検査機器も動かせないんですよねえ」などと言っていたので思わず私は「先生。心理的なものですよね」と、まるで病人が未熟な医者に助け船を出すようなことを言い、それで帰宅したことがあって私は「二度と救急車など呼ぶまい」と思ったのである。
私は元より体力も精神力も無くて長時間待つような昼間の医者にもかかれない。したがって救急車も呼ばないとなると、私はあとはただ自宅で文字通り余生をつまり死ぬ時期を待つのみなのである。
九年ほど前、同い年の古い病友の男が、またひとり⾃殺した。しかし私は最近になって「いい歳をして⾃殺??まさか」と思う。でも、若くして⾃殺していった過去の何⼈かの病友の気持ちはもちろん分かる気がする。「もう⾃分には選択肢なんか無いんだ」彼らはそう考えて、「⼀線」を越えてしまったのかもしれないと思う。私にも「選択肢」なんてない。しかし私は思うのだ。⽣きるって、⽣きているってそういうことなんじゃあないかなと。
選択肢があるのは若いうちだけだ。年齢を重ねてくると選択肢はどんどんなくなり、終いにはただ余⽣を⽣き、「死期」を待ちながら時を過ごすだけになる。そのように⼈は⽣きて毎⽇を暮らす。それでいいのだと今になって私は思う。
「選択肢なんてもう無い」。私には、死んでいった友⼈たちの気持ちを否定するつもりはまったくないが、それでも私は、五十三歳の⾃分としては少なくとも「いい歳をして」とも思うのだ。もちろん世間体を気にしての思いではない。死ぬのに世間体もくそもない。⾃殺とは何か?なんて私には分からないし、死とは何かなんて分るはずもなく、そしてたぶん誰からどう⾒ても、私の⼈⽣は決して幸せではないが。
私が死んでいったかつての病友たちを否定する気にはなれないのはある意味当然かもしれない。しかしくどいが、私は少なくとも今は死ぬ気にはなれない。⾃然死か不慮の死以外には。。。。
もしかして昔より病状が良くなったのでは?と⾔う⼈も居るかもしれないが、そうではないと思う。おそらく私の場合、「病像」が変化してきたのかもしれない。でも決して⽣きる気⼒なんかはない。不思議と思われるだろうか、こういう⼼境は。
そう。⼈の⼼境なんて、所詮不思議なものかもしれない。
⼀九⼋七年、私が富⼠⾒病院へ転院してすぐくらいに、同じ開放病棟の個室に綾⼦ちゃんという⼆⼗代半ばのはじめの頃は躁状態の⼥の⼦が⼊院してきた。彼⼥の「悪⾏」の数々は、すぐに公然の秘密として病棟中の噂となっていた。特に⼈々の関⼼を引いたのはもちろん彼⼥の男性遍歴や現に病棟内で「起きている」彼⼥の「男遊び」の類の話である。
変わり者の私は、特別な感情はなかったが逆に⾔えばそう⾔った噂の類には興味もなく、ただ彼⼥の明るく次から次へとほとんどひとり語りのいろいろな話を聴くのが好きで、彼⼥の病室に出⼊りしていた。
「ねえねえ篠⽥さん。私の部屋へ来て」
「ああいいよ」
「これね。酒⽥さんにプレゼントするの。誕⽣⽇に」彼⼥は何やら⽑⽷で⼿編み物をしながらそう嬉しそうに⾔った。
「綾ちゃん、酒⽥のことが好きなんだね」
「うんそう、好き。酒⽥さんてね、優しいのよ」
「ふーん」
かと思うと彼⼥は編み物を置いて、今度は誰か⾒知らぬ外国⼈らしき⼈物の映った写真を私に⾒せた。
「これ⾒て。シンガポールの偉い⼈よ。私が通訳のお仕事をしたの」
「ふーん。君すごいんだねえ」
「別にそうでもないけど」彼⼥は愛らしく微笑んだ。
「それでねえ、これがその⼈からの⼿紙」
何やら英⽂のタイプの紙を⾒せた。
「へええ。ほんとに?」
「ここにほら。Dear,Miss Ayako って。分る?」
「そうだね。あとは分んないけど。⼤したもんだね」
「べつに私が有名⼈ってわけじゃあないけど、この⼈は偉い⼈よ」
「うん」
そう⾔われれば彼⼥の個室には英⽂のタイプライターが置いてあった。
「ねえ、打てるわけでしょ?これで」
「そりゃそうよ。⼤したことじゃないわ」
「ぼくには出来ない。通訳もタイプもね」
「あらそんなの、篠⽥さんだって練習すれば出来るわよ」
「ところで篠田さん機械に強いでしょ。これちょっと見てくれる?故障したみたいなの、カセットデッキ」
「綾ちゃんこれはデッキじゃなくてラジカセって言うんだよ。」
「ふーん、そうなんだ」
「どうもACアダプタがイカれているようだね。探してきてあげるよ」
「悪いわね。」
私は自転車で病院の近所を片っ端から当たったがちょうどいいものは見つからなかった。
病院に帰ってきて綾ちゃんを探したが、彼女はもう「カセットデッキ」の故障などどうでもいいらしかった。
そんな入院生活を送っていた。
そして私たちは三⼈ともまだ⼆⼗代だった。
私はもちろん、彼⼥のそれまでの⼈⽣を否定などしないし、むしろ通訳などをしながら有名⼈などとも国内外を⾶び回っていたという彼⼥の話を興味深く、しかしあくまでも聴き⼿として聴いていただけだった。すぐに彼⼥と恋に落ちた酒⽥という私と同い年の男はしかし、具体的には⾒たことはないが、彼⼥の男遊びの数々を責めたこともあったらしく、⼀時は彼⼥から「この病院で信じられるのは酒⽥さんと篠⽥さんだけ」と慕われた彼と彼⼥も⼤喧嘩になったらしかった。酒⽥はすぐに彼⼥に謝ったのだが彼⼥は彼からそしりを受けた⼼の痛⼿から⽴ち直れず、要するに今で⾔う双極性だったのだが、気分的に⼀気に落ち込んで個室病室にすっかりこもってしまっていた。
私に⾔わせれば綾ちゃんは天使のように純真で恋愛感情こそ持たなかったが、それは別に親友であった酒⽥に遠慮していたわけでもなかったのである。なぜか私は彼⼥とただ⼀⼈の⼈間と⼈間として素直に向き合えたのである。
しかし躁状態が「落ち着いた」ようにも⾒えた彼⼥はそのまま故郷の広島へ帰ってしまった。
そして結果的には⼀九⼋⼋年の夏に、同じ病棟内で知り合い婚約が決まったばかりの美佳⼦と私は、酒⽥から綾ちゃんが広島で⾃殺してしまったことを知らされたのである。彼⼥の兄という⼈が知らせてくれたらしい。私と美佳⼦は病院の中庭の隅に花を⼀輪⼿向けた。美佳⼦は涙を流した。いずれにしても天使のようだった綾ちゃんはもう戻ってこなかった。私と酒⽥とそして美佳⼦とその悲しみを分かち合ったつもりだったが、私と美佳⼦に⽐べれば、綾ちゃんと恋愛関係にあった酒⽥にとってはその悲しみや苦しみは想像を絶するものだったろうと思う。
⼀度だけ酒⽥に訊いたことがあった。
「酒⽥。ひとつだけ訊いていいか?」
「何だ?」
「彼⼥と、つまり⾝体の関係はあったのか?」
「あった」彼はきっぱりと答えた。
「そうか」
そして彼と私はふたたび黙った。
それ以来私と酒田は「どっちが長生きするか競争だな」満更冗談でもなくそう言って笑って話していた。
そして⼆〇〇四年の⼀⽉にその酒⽥もみずから命を絶ってしまったのである。綾ちゃんが死んでから⼗六年後のことだった。もちろん理由は分らない。⼈の⾃殺の理由なんて分らない。
いずれにしても「競争」は酒田の負けだった。ひとはいつでも賢い者が喜んで負けることを知っていると誰かが言っていた事を私は思い出した。
勝ちたい奴には用は無い
私は勝ちたい奴には用は無い。
ぜひとも負ける用意のある奴と友達になりたいものだ。
まあこう言うと、
それは単なる負け惜しみだと言う方も多いだろう。
そうかもしれない。
でもそれでも私はいいのだ。
負けるが勝ちというつもりもない。
私は元々勝ち負けということが好きじゃあない。
勝ち負け、成功失敗に拘泥する人には興味が無い。
勝つことしか頭にない人が好きになれない。
よく「生存競争はそんなに甘くない」と言う人がいる。
そしてずるく計算高く立ち回る人がいる。
詭弁で負け惜しみだと言われるかもしれないが、
しかしこう考えることができる
要するに成功失敗にこだわる人は生きるということをなめているのだ。
彼の言っていることは逆なのだ。
そういう人は「全体」に甘えて生きているのだ。
正直で誠実な人に甘えて生きているのである。
愛とは心を開くことである。
負けを認めることである。
失敗することである。
本当に純粋な人は喜んで負けることを知っている。
彼は喜んで損をすることを知っている。
そういう純粋な人に向かって「そんなきれいごとを言っていては生存競争に生き残れないぞ」
と言う人はその純粋な人に甘えているのだ。
正直者は馬鹿を見るのが正しいあり方だ。
喜んで馬鹿になろう。
純粋な人はそれを喜んで受け入れる。
負けることの何が悪い?
失敗することの何が悪い?
結局のところ誠実に生きている人ほど本当の生きる喜びを知るのである。
真実を知ることができるのは純粋な人のみである。
愛を知ることができるのは純粋な人のみである。
当然と言えば当然だが。。。
そしてそれは勝ち負けや成功失敗には関係ないことだ。
勝とうが負けようが、
成功しようが失敗しようが。。。。。
勝ちたい人は、
負ける用意の出来ていない人は、
ある意味では欲望におぼれている人だ。
慢心している人だ。
彼は得をしたいのだ。
そういう人は決して真実を知ることがないと思う。
真実を知るということは負けを認めることだからだ。
全体は大きくて強い。
「あなたは私より大きくて強い」素直にそう言える人のみが真実を知ることができるかもしれない。
*
でも要するに真実を知りたいんだろう?
とういうことは勝ちたいんだろう?
もちろん今の私には欲望がある。
しかしおそらくもっと偉い人はそういう欲望もないのだろう。
つまり、そんなことはどうでもいいのだ。
真実だろうが何だろうが、
分っても分らなくてもどちらでもいい。
勝とうが負けようがそんなことは知ったこっちゃない。
分るときが来れば自ずと分るだろう。
それまで生きているかどうか知らないがどっちでもいい。
あるいは分るときは永遠に来ないかもしれない。
同じことだ。
風は吹くかもしれないし吹かないかもしれない。
あるいは真実などというものは
そもそもどこにもないかもしれない。
どっちでもいい。
ましてや勝とうが負けようが、
そんなことはどちらでもいいのだ。
結局のところ⼈が⼈を救うということは出来ないのかもしれないが、酒⽥にしろ、そして天使のようだった綾ちゃんにしろ、彼らのと⾔うよりも、⽣き残った者みずから⾃⾝の悲しみや苦しみを抱えることになるのだし、それを共有あるいは分かち合う誰かを探すしかないのしれない。
当たり前かもしれないが、それがつまり⽣きるということなのだろう。
私と美佳⼦が正式に離婚したのは、結婚からちょうど⼆年経ってからだった。
他⼈からすれば「何が原因だったのか」ということになるのだろうが、結局のところ私たちは互いを⽀え切れなかった。つまりはそれが原因だろうと思う。
離婚して少し経って私は美佳⼦とある喫茶店で逢っていた。その席の会話で私が気づいたことは、要するにこの女はずっと私の話を何も聴いていなかったのだということだった。結婚していた時に私たちはいろいろなことを話した。まあもっぱら話し⼿は私で、聴き⼿は彼⼥の⽅だった。しかし彼⼥は私の話など何も聴いていなかった。そのことに、離婚してから私は気づいたのである。そして私は学んだ。⼈は⼈の話なんか何も聴いていないのだということを。
たとえば私と美佳⼦は互いの苦しみや悲しみを分かち合ってなどいなかったということだ。
何も私たちは⾃分のつらいことばかりを話していたのではない。喜びや楽しいことももちろん話した。
しかし私たちは互いの話など聴いていなかった。
⼈は⾃分の⾔い分を聴いてもらおうと、⾃分の話したいことばかりを考えていて相⼿の話など聴いていない。だから分りあえるはずもない。⼈と⼈とが理解し合うということは⾮常に困難なことなのだ。もっと⾔えば、他⼈に⾃分の⾔い分を分ってもらおうなどというのは、ある意味傲慢なことなのかもしれない。⼈は⾃分に興味があるばかりで、他者のことなどには興味がないのである。
極論かもしれないが、それゆえ⼈は⾃殺ということを考えるのではないだろうか。
⽣きるということは孤独であるということである。
⼈は孤独のうちに⽣まれ孤独とともにその⼀⽣を終えるが、⽣きる過程においてもまた孤独だ。たとえ誰かといっしょに時を過ごしたとしても、あるいは助けてもらったとしても、たとえば「群衆の中の孤独」という⾔葉もある通り、⼈は⼼の深いところでは⾃分がひとりきりであることを知っているし、それを感じた時には⾃分の存在をどうやって確認あるいは証明すればいいのか⼾惑うものだと思う。そしてそこにはとても耐えられないような恐怖があり、時に⼈はその恐怖をごまかすためにアルコールにおぼれたり、あるいはギャンブルに依存したり、あるいはまたさまざまな労働にいそしんだりしていずれにしてもその恐怖を⾒ないように努⼒するのかもしれない。
しかしまた⼈間は同時に恐怖の中にみずからを置こうとする存在でもある。たとえば性はその代表的な⾏為である。性⾏為は快楽を追求すると同時にすさまじい恐怖の中にみずから⾶び込んでゆく体験である。性の絶頂において私たちが観るものは⾃⼰の消滅であり、ある意味宇宙の終わりである。ふたりの⼈間がひとつに溶ける瞬間においてわれわれが⾒るものは恐怖の極限であり、同時にそれは⾄福であり、そして新しいものの誕⽣である。私たちはなぜか本能的に知っている。恐怖の中に真実があるということを。
私たちはいったい何を求めているのだろうか?ある⼈は国家の安全だと⾔い、ある⼈はもっとささやかな幸福であると⾔い、たとえばあるときにはあるいはある⼈は政治について学び考え主張する。たとえばは、もちろん⾔葉の⽭盾なわけだが、精神が⾃由であるためにはまず「⽐較せず選ばない」という実に中⽴的な⽴場が必要なのだ。そしてその⽐較せず選ばないということによる気づきこそが「最後の⾃由」であるのだと私は理解している。たとえば⾃由(freedom)と勝⼿(liberty)は違うと⾔うが、何が違うのか?それはおそらく勝⼿は⾃我にしがみつくことであり、⾃由は選ばないということではないか?たとえば政治的に⾔えば、右翼であってもいいし左翼であってもいいということだ。そんなものは本質的には何の違いもないからである。思考は、つまり⾃我は常に選びたがる。どちらかでないと嫌なのだ。⾃由はどっちでもいい。どちらでもかまわないのだ。つまり、⾃由とは選り好みをしないということだ。好き嫌いを⾔わないということだ。逆説的だが、よく考えるとそういうことになる。つまり、選り好みあるいは好き嫌いを⾔って「選んでいる」⼈は、⾃⾝の欲望に束縛されているということだ。「思考はわれわれの問題を解決することができるだろうか」とクリシュナムルティは洞察する。真に⾃由な精神は常に⾃由である。これは嫌だあれは嫌だとは⾔わない。それがつまり選ばないという選択肢であり、私たちに残された最後の⾃由ではないだろうか。つまりそれが気づきであり、精神が⾃由であるということなのだ。クリシュナムルティはそう⾔っているように私には読めた。そして⽐較することが⽌んだ時、選ぶことが⽌んだ時私たちは、はじめから⾃由であったことに気づくのかもしれない。
私たちに残された最後の選択肢は選ばないということかもしれない。 J.クリシュナムルティの「⾃我の終焉(the first and last freedom)」は⼀九⼋〇年代に読んだ本であるが、私の精神性に⼤きな影響を与えた。たとえば「無選択の気づき」というキーワードは⾮常に重要な⾔葉である。そしてこの本の原題であ
る"the first and last freedom"。
つまり彼は強調する。「私たちが⾃由になるためには、まず最初に⾃由でなければならない」。ものごとに優劣をつけたり好き嫌いを⾔うのは実に安直なことだが、真の⾃由とは相対的価値観からの⾃由であり、選り好みをせずに超然としているということだ。つまりそれこそが、「無選択の気づき」であろう。
これは良いあれは悪いとか、こちらの⽅があちらより優れている、あるいは、われわれが正義であちらが悪だというような、⽐較に基づく視野の狭い価値観をたとえば私なら「相対的価値観」と呼ぶ。
自我にとって、思考にとって、比較しないことは極めて難しい。と言うより比較することもまた自我の本質的な性質である。そして何でも比較してより良いものに対する欲望が生まれるというわけだ。そして無選択であることを保ち、気づきが重要であると。つまり私が作ったせりふ「選ばないという選択肢」という言葉は、もちろん言葉の矛盾なわけだが、精神が自由であるためにはまず「比較せず選ばない」という実に中立的な立場が必要なのだ。そしてその比較せず選ばないということによる気づきこそが「最後の自由」であるのだと私は理解している。
たとえば自由(freedom)と勝手(liberty)は違うと言うが、何が違うのか?それはおそらく勝手は自我にしがみつくことであり、自由は選ばないということではないか?たとえば政治的に言えば、右翼であってもいいし左翼であってもいいということだ。そんなものは本質的には何の違いもないからである。思考は、つまり自我は常に選びたがる。どちらかでないと嫌なのだ。自由はどっちでもいい。どちらでもかまわないのだ。つまり、自由とは選り好みをしないということだ。好き嫌いを言わないということだ。逆説的だが、よく考えるとそういうことになる。つまり、選り好みあるいは好き嫌いを言って「選んでいる」人は、自身の欲望に束縛されているということだ。「思考はわれわれの問題を解決することができるだろうか」とクリシュナムルティは洞察する。真に自由な精神は常に自由である。これは嫌だあれは嫌だとは言わない。それがつまり選ばないという選択肢であり、私たちに残された最後の自由ではないだろうか。つまりそれが気づきであり、精神が自由であるということなのだ。クリシュナムルティはそう言っているように私には読めた。そして比較することが止んだ時、選ぶことが止んだ時私たちは、はじめから自由であったことに気づくのかもしれない。
クリシュナムルティの言葉は思想ですらない。哲学ですらない。宗教でもない。
彼は思考するという宿命にある自我というものを脇に置いておくことができる稀有な人物だ。
彼によると(私には分からないが)、自分の心を観察していると(それは「非難も正当化もせずに」だ)、思考と思考の間に「空」があるのが分かってくると言う。そして、その「空」こそが、別の言葉で言えば「無我」あるいは「無」こそが真実であるらしい。
一言で言えば、我々の思考つまり自我は堂々巡りをしているだけであり、常に何かにとらわれ不自由である。クリシュナムルティにとっては、その空こそが自由である。
つまり彼が「自我は我々の問題を解決できない」と言うとき、それはつまり、自我は本質的に不自由であるから、本質的に何も問題を解決できないのだ、と言っているのである。
それはもちろん、彼の思考の結果ではなく自由である「空」の洞察であろうと思う。
彼は言う「我々が自由を発見するためには、まずはじめに自由でなければならない」
繰り返しになるが、こういったことは理論ではなく彼の洞察であろうと思う。
「思考はわれわれの問題を解決できるだろうか」-J.krishunamuruti
人は死に、そして至福とともに生まれ変わる。たとえばそれはイエスの復活という寓話として人類に伝えられてきたが、それらさまざまな体験が去ったときに私はしかし、再び自分が孤独であることを知るのである。
その孤独に耐える力を人は果たして持つことができるのであろうか?時にそれは悟りと呼ばれ、あるいは復活と呼ばれるが、それが真に実現したとき、あるいはそれこそが救いなのかもしれない。
そして人はウソをつく。方便と呼ばれるウソを。「明けない夜は無い」とか、「希望を持って生きろ」とか。それらはすべてウソだ。明けない夜だってあるし、希望など持てない人もいる。そして時に人はみずから死を選ぶ。残念ながらそれが真実だ。それ以上何もない。ただ永遠の闇があるのみだ。
私がはじめて「この⼈は本物だ」というような⼈に出会ったのは、⼀九⼋〇年頃のことである。
正確に⾔えばその⼈の講話録の本に出会ったのだが、それはある意味運命でもあったし、偶然でもあった。上智⼤学の裏の本屋で私は、ある仏教経典の本を探していてやけに分厚い本を⾒つけた。その著者の名前は聞いたこともなかったが、ぱらぱらと⾴をめくって少し⽴ち読みして、そこに私はそれまで聞いたこともない類の声明に出会ったのである。その著者の名前は、バグワン・シュリ・ラジニーシであり、書名は「般若⼼経」とだけあった。しかしそんなことはどうでもよかった。
「あなたの内なるブッダにごあいさつします」
と彼は話していた。私はショックを受けた。少し読んで、買って家に帰ってから私は夢中に読んでいた。「こいつは本物だ」と私は理屈抜きに直感した。彼の講話集を何冊か読みながら私は「この⼈は悟っている」と確信したのである。別に信じたのではなく、私には彼の⾔うことが真実だとただ「分かった」のである。もちろんそんな体験は⽣まれてはじめてだったし、私はそのことを誰にも⾔うまいと思った。
ラジニーシはある講話でこう⾔っていた。「あらゆる努⼒は必ず破綻する定めにある。明け渡すことだ」
またある講話では彼は次のような物語を語った(禅にある、有名な話だ)。私は実に美しい物語だと感じた。
「昔のある村で修⾏していた⼆⼈の僧が、
また遠い別の村の寺で修⾏を積むため旅に出ることになった。
⼀⼈は⻑年の修⾏をすでに積んでいる年配の僧で、
もう⼀⼈はまだ修⾏が浅い若い僧であった。
旅に出るにあたり、
年配の僧が若い僧にひとつの戒律を教えてやろうと思った。
「若い⼥には決して触れてはならないぞ」
そのひとつの戒律だけを若い僧に教え、
⼆⼈はいよいよ、そろって⻑い旅を歩き始めた。
かなり歩いたところで⼆⼈の僧は上流で増⽔し、
橋が流されてしまった川の岸へたどりついた。
まあそれでも、男ならば⽔を歩いて渡れるだろうと判断した。
そこへある村娘が近づいてきて、⼆⼈にこう⾔った。
「偉いお坊様⽅、実は川の向こう岸に住んでいる私の親が危篤ということで、
私は急いでおりますが、⼥⼀⼈ではこの川を渡れず困っております。
どうか助けてくださいませ」
近くには他に誰もいなかった。
年配の僧は、「すまぬが厳しい戒律で私は⼥性に触れるわけには参りません」
そう⾔って丁重に断った。
と思うと、若い⽅の僧が黙って娘を肩に担ぎあげて、さっさと川を渡ってしまった。
年配の僧も黙って続いた。
娘は丁寧に礼を⾔って、⾃分の親の住む⽅へ去って⾏った。
⼆⼈の僧はまた黙って⽬的地へ向かって歩き出した。
しかし、黙々と歩きながらも、年配の僧は内⼼穏やかでなかった。
「こいつはあれほど⾔ったのに戒律を破った。そのうち厳しく叱ってやろう」
そう⼼の中で思い続けて、しかし黙って歩き続けた。
またかなり歩いたところで、⼆⼈はひと休みすることにした。
年配の僧はとうとう切り出した。
「あれほど⾔ったのにお前は戒律をやぶったな」
すると若い僧は静かに⾔った。
「あなたはまだあの娘を背負っているのですか。私はあの川岸に下ろしてきました」
そしてラジニーシは彼の著書の中でしばしば、J.クリシュナムルティという⼈の⾔葉をひいていたので、私はある書店で「⾃我の終焉」というクリシュナムルティの著書も⼊⼿して「こいつも本物だ」と直感したのである。
クリシュナムルティは⾔っている。「思考は私たちの問題を解決することが出来るだろうか」。そして私がクリシュナムルティから学んだことのすべては(⾃⾝の内⾯やものごとを)「⾮難も正当化もしないで」観るということに尽きる。
結論だけ⾔ってしまえば、ラジニーシもJ.クリシュナムルティもまったく同じことを⾔っている。それはつまり、もし私たちが⾃⾝の内⾯を静かに観ていれば、思考という雲と雲の間にだんだん隙間がやってくる。しまいには隙間ばかりになり雲のことは問題でなくなるということだ。雲とはつまり思考のことだ。そして空(そら)という⾃由だけが⾒え、つまり真実が⾒えるだろうということだ。それがつまり悟りである。
私にとって後にも先にも「本物」はこの⼆⼈だけである。そして特にラジニーシによって紹介される仏陀やイエスや⽼⼦なども読むことになる。たとえば私はこの⾔葉が好きだ。「春が来れば草はひとりでに⽣える」。
しかし結局のところ私には悟りきることが出来なかった。そして次第に、悟ろうとか悟らなくてはという観念から遠ざかっていった。と⾔うより、ほとんど意識しなくなっていった。元はと⾔えば病気の苦しみから逃れたくてそれらの世界に⼊って⾏ったのだから、それも当然だと思う。彼らの⾔葉は⼼の財産として憶えているものは憶えているが、特に著書を開くことはなくっなっていく。たぶん⾃然なことだと思う。そして私は凡⼈として⽣き、そして死んでゆくだろうと思う。それ以上努⼒したいともしようとも思わない。結局のところそういう意味では、私には救いはないのかもしれないが、しかしそんなことはどうでもいいような気がする。逆に私は死のうとも思わないし、⽣きたいとも思わない。こだわらない。時が経てば、私という⼈間がこの世に存在したことなど、誰も知らなくなるだろう。おそらく数⼗年も待つまでもなくー。
ー了ー
正しい日本語
人格障害のうちかもしれないが、私は正しい言葉遣いへの強いこだわりがある。
先ほども電話で友人に不快な思いをさせてしまった。
彼が、身体障害のことを「肉体障害」と言ったので、
私が「身体障害」と2、3度にわたって言い直した。
そして彼が「そうやって揚げ足を取らないでくださいよ」と言ったのだ。
私はすぐに謝ったが、それが私の「人格」なのだ(病気であろうがなかろうが)。
たとえば私は、そのように正しい日本語にこだわっている。
「2月」のことを「に」がつと言ったり、「4月」のことを「し」がつと言う人も急増しているようだ。
元日のことを元旦と言ったりするラジオは非常に聴きづらい。
いちいち私は心の中で言い直しているのである。
広まれ正しい日本語。
貧困・格差~資本主義の行き着いたところ
20世紀の日本は、少なくとも現在のような経済格差、貧困問題はなかったのかもしれない。
そして今、3.11を経て国民の経済面でも多種多様な、そしてある意味では非情なまでの競争社会が急速に広まっている。
この貧困・格差は、あるいは資本主義とグローバリゼーションの行き着いたところなのだろうと思う。
もうすでにかつてのような横並びの経済平等社会は望むべくもないのか?
私はそうでもないと思うのである。
つまり、これからの日本の目指すべき社会のビジョンはグローバリズムとの決別であり、より地域社会に根差したまったく新しい経済活動に基づくものだろうと思う。ひとつには大量生産・大量消費ではなく、より一層の地産池消を基本とした経済社会であり、さらには必ずしも経済成長に依らない社会である。たとえば電力などのエネルギーも再生可能なものを地域で作り地域で消費するのである。農業や介護なども同様であろう。
それは、かつての横並びではないかもしれないが、ある意味平等で個々人の能力をいかんなく発揮できる、高齢者や女性、また障害者なども含めた全員参加型の社会であろうと思う。
喫茶「麦草」~一か月ぶりの散歩
約一か月ぶりに外へ出た。
自慢の緑色の自転車に乗ってのんびり走って、
やってるかなあ~?と思いながら「麦草」を目指した。
自転車を店の前に止めて商い中の店内に入ってがらがらの店の右手前の席に着いた。
家から近いのに麦草に来たのはなんと30年ぶり。
ウエイトレスさんがメニューを置く前に「ホットコーヒー」とぼくは注文した。
コーヒーを飲みながらぼくは、
道行く人たちを眺めていた。
きれいなお姉さんが歩いている。
彼女たちはどこを目指しているのか知る由もないが、
ひとりのミニスカートの女性の脚線美を見てぼくの身体が反応した。
「もう20年近く女性を抱いていないなあ」
そのこと自体にやや当惑しながらも、ぼくはそのことを深追いしなかった。
まもなくぼくは席を立ち、コーヒーの代金を払ってそのまま帰宅した。
東京都北区の自宅、放射線量初測定
ロシア製の放射線測定器RD1503を入手したので、
遅ればせながら自宅の屋内放射線量を測ってみた。
値はだいたいにおいて自宅内どこも同じ程度で、
毎時0.1マイクロシーベルト台半ばだった。
我が家は東京都北区王子にある、木造2階建てである。
高い。異常に高いと思う。
役所の公式発表値より桁が違う。
ちなみに福島県南相馬市の公式発表の値と同じ程度だ。
とき子ちゃんのこと
ある時ぼくらは、不忍池で二人でボートに乗っていた。
ある時ぼくは、御茶ノ水駅前の「山」で彼女と待ち合わせていた。
またある時ぼくは、一輪の花を手に、彼女の誕生日に上野のデパートの屋上に居た。
30年も昔の事だ。
彼女の家は東船橋駅前にあった。ご両親と兄と暮らしていた。父親は水道店を営んでいた。いつだったか、千葉の房総の辺りを旅した帰り、ぼくは途中下車してはじめて彼女の家にお邪魔して、昼寝までさせてもらったことがある。とき子ちゃんが言うに、たびたび外国にも一人で旅して歩く彼女には英国人の恋人が居るとのことだったが、一度など彼女はぼくの入院先までわざわざ見舞いに来てくれたこともある。そんなとき子ちゃんに恋人が居ようが居まいが、ぼくはたいして気にしなかった。とき子ちゃんとぼくは同い年だった。大学の同じサークルに所属する知り合い同士だった。それほど目立つような美人でもないし、可愛いというほどでもない。まあ容姿は平凡と言えば平凡。いい意味でちょっと変わった女の子だ。
自死未遂
2月下旬に、数十年ぶりに睡眠剤を多量に飲んで自死を図り救急搬送された。
記憶が飛んでいるので曖昧だが、前の晩に家族と何かがあったような気がする。
茶の間で両親と話していて、私は「じゃあ死ぬね」と言って自室に戻り、
まずイソブロを20服くらいを水に溶かして飲もうとしたがうまく溶けないので、
ロヒプノール2mgを56錠くらい一気に飲んですぐに眠った。
気づいたときには病院のicuのベッドに横たわっていた。
そして何日か経ったと思ったら1泊しかせずにふらふらのまま退院させられた。
そして首が座らない状態でタクシーで帰宅して、まずうどんを食べた。
死の世界から(苦しみから)解放されたという感想もなく、今日まで生き延びている。
セクシャルハラスメント
セクシャルハラスメント(性的嫌がらせ)は昔からあったと思う。女性に対する言葉によるセクハラなどは現在よりもずっとひどかったと思う。それらは男性社会の中に埋没していたとも言えるだろう。
それが近年になってなぜここまで大きく取り上げられるのか?もちろん社会の一部の人々の、特に女性に対する意識が変わってきたことが大きいのだろう。「一部」と言ったのは、本当に一部だからだ。大都会やマスコミ、それにインターネットの影響を受けた一部の人々の意識が変わったに過ぎない。地方などへ行けば現在でも深刻なセクハラは存在するのではないか?かく言う私は昔から女性一般に対して尊崇の念を抱いている。しかしそれは、男女が同じだからではない。その逆である。女性は心身ともに男性とは違う。だからこそ私は、「女性は偉い」と思っている。
くどいようだが男と女は違う。それゆえ私は、社会における男女の役割分担ということを大事にしたいと思う。もちろん個人差は決して無視できないくらい大きい。しかし、たとえば家事や育児などは男性よりも女性のほうが向いていると思う。
また女性による男性への性的嫌がらせについても、たとえば女性の過剰な肌の露出などの、男性の性を挑発するような行為はやめて戴きたいとも思う。それらは痴漢を誘発し、また痴漢の冤罪を生む。
ひきこもり対する上から目線
ぼくのようなひきこもりという病人は、
時にひきこもっていること自体が
悪いことであるかのような対応を受けることがある。
彼ら曰く「助けてあげなければいけない」。
その想像力の貧しさ。
精神病であれひきこもりであれ、そういうあなたが明日にもぼくらと同じようになるかもしれないんですよ。
上から目線もいい加減にせえよ。
fx
今夜のfxはかなりきつかった。
まず買っておいた米ドルが急落し、
かと言って新規売りをためらっているうちに泥沼化してしまった。
2万円ほどの赤を計上して3万ドルを温めたまま来週へ。
不眠症
主治医に眠れないと訴えたら、
眠いでしょうと言うので眠くないですと答えたところ、
じゃあ眠らないで良いとの返事w
『あなたは目覚めるべきだ!』
mind はたとえば振り子のように常に極端から極端へと振れている。...
ひと時もどこかで止まるということがない。
まったくバランス感覚を失っている。まるで病気のように。
そう。私たちの mind は狂気なのだ。
誰もが自分が常に夢を見ているということを認めようとしない。
誰もが自分が狂っているということをみとめようとしない。
そして相手に「あなたは気が狂っている。目覚めるべきだ!」と叫んでいる。
私たちの社会は、常に相手に「あなたは間違っている!」と言い続けている者どうしの集合体だ。
そして私たちは決して目覚めることを知らない。
暴力と愛
暴力と愛について考えます。
怒りや憎しみの対極である愛を知っているかどうか、それが男性と女性の大きな、そして根本的な違いではないでしょうか?男性だって暴力をふるって気持ちの良い人はあまりいないでしょうが、それでもどちらかと言うと女性に比べると暴力的なところがある。女性は産む性であることも含めて何か本性的に愛というものを知っているような気がします。ぼくは自分が男性であるがゆえにつくづく感じるのですが、だからこそ男性は女性に惹かれるのです。女性が男性の何に惹かれるのかも興味深いですが、自分の実感としてはぼくには分かりません。男性であるぼくなどはそういう意味合いで、女性をとても尊敬します。理屈ではなく本能的に。たとえばぼくの身近には女性として、母と妹がいます。以前にも書きましたが、ぼくが憎しみから他者に暴力を振るいそうになったときに、まず母の愛を、そして妹の愛を感じました。もしぼくが他者に暴力を振るったなら彼女らのぼくに対する愛を裏切ることになると考えてぼくは思い留まりました。そしてそうしたときぼくは、自分が一段おとなになったことを感じました。つまり人に暴力を思い留まらせるものがもしあるとすれば、それは愛なのではないでしょうか。そう言えばイエスも言っていますね。「右のほほを打たれたら左のほほを差し出しなさい」と。またゲーテも言っています。「永遠なる女性的なるもの、我らを高みに導く」。
経済成長という幻
たとえばGDPという経済指標があるが、経済はとっくの昔の高度成長の時代は終わった。つまり昔は大量に供給すれば大量の需要がついてきた。そのようにしていわゆる厚い中間層が出来た。同時進行的に人口も右肩上がりの増加の時代だった。今はと言えば、特に人口が右肩下がりの時代だ。この傾向はちょっとやそっとの対策では変わらないらしい。つまり、労働力不足もさることながら、需要がどんどん減ってゆくので供給すればするほど企業の業績は悪化する。国家としての施策も同様だ。予算が余っているのならともかく、毎年のように赤字国債を発行して歳出を維持しようとすれば、財政はどんどん悪化しついには破たんする。知恵を出して富裕層からの税収を増やすしかない。つまりはそれが不況ということだ。一言で言えば資本主義は少なくとも過去のような資本主義の時代は終わったのだ。と言うわけで、経済成長は幻となったのである。
妹が怖い。
いま妹が怖い。
ぼくの妹も精神病で働いていない。
その妹がカネなんかいくらでも持っているというようなことをしている。
妹はずっと実家に住んでいるが、
「災害時用」とか何とか言って別途アパートを借りている。
家賃は誰が払っているのかぼくは知らない。
たぶん父だろうと思うがはっきりしない。
そして今度は家族四人で住む家を買おうと探している。
ぼくには正直彼女がその狂った頭で何を考えているのかさっぱりわからない。
そして躁状態の今、彼女は突っ走っている。
家族を巻き込みながら。
テレビきちがい
わたしはテレビというものをほとんど観ませんので、
さまざまな一般の人が、テレビに出ている芸能人などを、
少なくとも顔と名前をほとんど知っているのを気味悪く思っています。...
まるでテレビを見ないほうが異常なような気にさせられます。
わたしはラジオをよく聞くのでそういう気がするのです。
つまりラジオの出演者もテレビでよく知られている芸能人が多いらしく、
その名前すら知らないわたしは、まるで門外漢のように思えます。
みんな「テレビきちがいだなあ」と思います。
瞑想
大学時代に出会った、Oshoの老子やら仏陀やらイエスなどについての講話集と
J.クリシュナムルティの本にぼくは強くひきつけられました。
彼らは悟っていましたし(それは直観で分りました)、
いわゆる宗教と違って、「信じる」のではなく「理解する」ことの重要性をぼくは学びました。
そして瞑想の日々が始まりました。
瞑想はするものではなく、やってくるものなのですね。
愛が、そして真実が降ってきてぼくを突き抜けるようにそのエネルギーが流れてゆく。そんな体験です。
いまここの幸福
"God is now-here."
人間の欲望には際限がない。ひとつのことが達成されればまた更に次の目標が出来る。その先もずっと続く。つまり欲望がある限り幸福は無い。
人はいつになったらリラックスするのか?ゆっくりして満足してお茶を一杯飲むのか?なぜならそれこそが幸福であるからだ。いまここにリラックスして、もう二度と目標を作らないこと。それこそがまさに悟りだ。
「できること」ではなく「やりたいこと」を追求する。それこそが狂ったマインドだ。
ネガティブであるということ
今まで生きてきてわたしは、幸福になりたいと思ったことがほとんどなかったと思う。
したがって幸せになるためにはどうすべきかとか、
また幸せになるように努力してきたということをほとんど思いだせない。
言ってみれば自分よりネガティブな人に出会ったことが無い気がする。
ただ言えるのは、だいたい20歳の頃に完全に人生に挫折して燃え尽きてしまったということだ。
そしてわたしは精神病になった。
努力するということをいっさいやめた。
精神病歴
私は36年来の統合失調症の病人だが、
昔のことから書いてみようと思う。
まず私は、子供の頃から家の中でじっとしていて心身ともに虚弱な少年だった。
小中学校の勉強の成績は上の上で、親も驚くほど優秀であったが、
逆な言い方をすれば、体力も付けてほしいという親の願いには添えなかった。
また私自身も、子供心にも自分の将来が心配だった。
「将来働いて食べていけるのか?」
私のその頃の心配事はそういうことだった。
中学高校時代は、体育の時間は何をやってもビリであった。
高校の入学式では数十分くらい立たされて行われたため、
私は貧血のように途中で座り込んでしまい、
それから連続4日間くらい学校を休んだ。
東大病院で、内科系を一通り調べてもらったが、
特に悪いところがなく、医師はふつうと逆の意味で困った顔をした。
後から考えたら、その頃から私は精神病だったわけだと思う。
大学の入学式であった精神科の医師によるガイダンスの心理テストで、
これは自分に何らかの精神疾患に当てはまるなと思い、大学の精神科の診療所へ行った。
その時は初めは薬は不要ということだった。
学業のほうは何とか2年間は大学へ通っていたが、
1年の時か2年の頃か忘れたが、ある時急に具合が悪くなって、ある都立の病院へ行って、
救急で薬をもらい、それが年末だったので、
また年明けに大学の診療所へ通ったが、では薬を飲むかとういうことで通院を続けた。
しかしまた急に病状が悪くなって、病院へ行って、そこは外来のみだったので、
緊急入院である、病院へ初めてに入院した。
いろいろ都合があっていくつかの病院へ通院したり入院した。
20数年前に患者同士で結婚生活を2年経験した。
原因はまあ当人にしか分らないかもしれないが、
病人同士だということもあり、お互いに無理があったのだろうと思う。
私たちが離婚して暫らくしてから彼女から病院へ電話がかかってきて、
彼女は精神病は治ったと言っていた。
やはり結婚時代には私は彼女の病気を苦しめていたんだと思った。
そして私は、約20年前に退院して自宅療養していた。
それはある意味では平穏な療養生活だったかもしれないが、
私は家族に相当な苦痛を与えていたのかとも思う。
今からちょうど1年前に、私は父に暴力を振るってしまい、
措置入院となり、3ヶ月入院した。
あれが本当の最後の入院となることを望む。
それでも、
数十年前に、私が精神病のため大学を退学の挨拶に、
教授に謙遜のつもりで「ぼくが悪いのですが」と言ったら、
その教授から「それはそうだ」と当たり前のように言われたことは一生忘れないだろう。
病気になったのが自分が悪いのか。
*
拙ブログ「今日の痛み」より2012年6月9日付け
『父に対する殺意』
私はこの数十年間にわたって両親から精神的虐待を受けてきた。
それはもちろん私が精神病だから感じた苦痛であり、その首謀者(加害者)は主に父親であったが、母親も常に父親の味方をするばかり、やはり精神病の妹も、両親と知的レベルがほぼ同水準であったので、まあ自分で言うのもなんだが、家族四人中飛びぬけて知的水準が高く、またパーソナリティ障害や双極性障害である私以外の3人は「話が合い」、私だけが悪者にされてきたのである。...
あるいは人はそれは被害妄想と言うかもしれない。
たとえば3人はどうでもいいテレビを見るのが好きで、私に言わせれば彼らは下劣などうでもいい番組をただ「眺めている」だけなのである。
一方私はそのようなくだらないテレビは茶の間でついているだけでその場に居たくないくらい嫌いである。
とにかく一事が万事で私は家庭において孤立し、また身体が弱く外へも出られないため、必然的に自室にこもり、さらに孤立が深まるという悪循環である。
それで私はインターネットの世界で遊ぶくらいしか楽しみがなかった。目が悪いのと集中力が極端に落ちたせいで読書もできなくなった。もっぱらtwitterやブログ、facebookなどの世界に逃げ込むしかなかったが、何しろパーソナリティ障害の変わり者なので、そこでも私はほぼ孤立している。電子書籍も数冊書いたが評価などされるはずもなかった。
最近の父からの具体的な虐待では、まずまともな会話が成立しないこと。彼は私がなにを訊いても見当違いなちぐはぐな答えしか返ってこなかった。そして彼が電話で話す声は非常に大きく、私はそのストレスに耐えきれないので、数十回にわたって電話は2階の和室でかけてくれるよう、繰り返し繰り返したのんだが、彼はどうしても茶の間の電話機をやめなかったので今から数か月前に最後通告として、私は彼に今度は電話線を切断すると書面で伝えたが彼はどうしてもやめない。その後も私は絶え続けたが、6月4日夜にとうとう切断したのである。それでも彼は携帯電話を持っているので、これからも私のストレスは続くだろう。
*
3.11福島第一原発事故の翌年の秋、
私はラジオやインターネットで放射能についての情報に怯えつつ、
35年来の統合失調症で自宅療養で自室にこもり、ただコーラと薬を飲んで暮らしていた。 そしてその年の10月22日に私は、
明らかに精神病である父親にすぐに精神病院へ入院するよう脅迫して、
父にそのつもりがないので、殴る蹴るの暴力を振るった。
私は茶の間で殺意を持って殴り、家の外へ逃げる父を蹴り、彼の持ち出した携帯電話機を奪おうとしたが、
父は携帯電話機を必死で守った。
父は近所の人や通りがかりの人に向かって「110番してくださいよ」と叫んでいた。
私は家の中に戻って、玄関に内側から鍵をかけ、
その後自室にこもった。
しばらくして、警察官らしき数人がやって来て同行を求められ、
私は「礼状はあるのか?」とドア越しに話したが、「無い」と言うので出なかった。
しばらくしてまた警察が来たので、渋々応じた。
と言うより事実上の保護だった。
署に着いて、小さな部屋へ連れて行かれた私は、自分から障害者手帳を見せた。
写真を撮られた。
何だかんだ夜になりクルマで連れて行かれたのは、豊島病院の個室だった。
一通りの健康診断を受けた。
翌朝ふたりの医者の面会を受けた。
女性のほうの医者に、こうなったことについての感想を訊かれた私は、
「世の中には仕方がないこともあると思います」と答えた。
彼女は「仕方がないこともある」と、繰り返しつぶやきながら何かを考えていた。
そして私への措置入院が決まり、薬は与えられず、
両手両足を拘束され、救急車で足立区の或る精神病院に強制的に移送され入院させられた。
何のせいか分らないが、私は救急車の中で、ほとんど意識を失っていた。
意識を半分失って目も見えず救急車で運ばれた病院では、
5点拘束(両手首、両足首、腹)という形で拘束されたようで、
何もかも身ぐるみ剥がされて数本の管だけが身に着けるもののすべてだった。
そしてそこは鍵のかかった保護室(個室)だった。
時計もカレンダーもなく、今日が何月何日で、
昼なのか夜なのかすら判然としなかった。
とにかく時間が長かった。
定期的に看護師が入ってきて、点滴の様子を見たり代えたりして行った。
その点滴の中身はもちろん分らなかったが、
おそらく初めの頃は向精神薬は入っていなかったように思う。
ゆえに何日も眠れず妄想らしいものに襲われていたのではないか?
食事の時は手足の拘束ははずされたが、目もろくに見えず、
味も何もさっぱり分からなかったし、介助の人の声も何だか奇妙に聞えた。
私は最初からずっと、抵抗などいっさいしなかった。
どうなるかは大体分っていたし、抵抗などするだけ無駄だとも分っていた。
さまざまな妄想を体験した(そのうちの多くは妄想的な夢だった)。
たとえば私は、天井のエアコンディショナーのパネルをコンピュータシステムだとずっと思っていた。
そして私は、自分の頭の中で現実の自分のwindows
ID宛にシグナルを発信しているような、そんな妄想。
そのような妄想は、一般病室に移る頃には自然と消えていった。
私は、その状態が2週間ほど経ったと思った頃に、
看護師から、まだ1週間だったことを告げられ、身体的拘束は解かれた。
小さなメモ帳と腕時計やラジオを私の元に戻されたのはその頃だった。
確か10月も終わりだったと思う。
看護師との雑談で、石原東京都知事が辞任して今度選挙が行われることも知った。
石原都知事の「最後の仕事」が、この自分の状態か、と冗談交じりに私は看護師と話した。
そしてまもなく私は、保護室から一般病棟へと移った。
最初の1週間からすると、医師の判断は早かった。
1階病棟の4人部屋に移った病室には、
もちろん鍵はかかっていなかった。
その4人部屋で隣のベッドのH氏が、クリシュナムルティに惚れ込んでいて、
私も同じだったので、話が弾んだ。
もっともH氏はOshoのことは知らず、彼の質問に私はいろいろと答えた。
1階病棟の職員の中で、私がファンだったのが、ヘルパーのT.悠理さんだった。
ショートヘアがとても似合っていた。
本人に訊いたら29歳とのこと。
独身か既婚かまでは訊けなかった。
あと余談として、1階病棟には「オネエ」の職員さんが1人が居た。
そしてまた暫らくして私は、それまでの男女混合の1階病棟から、
男性患者のみの2階病棟へ移った。
そこはとにかく殺伐とした、一部の看護師以外はすべて男性のみの病棟だった。
刑務所に入ったことのある人も多かった。
毎日何が面白くないのか知らないが、男性患者の怒鳴り声が聞こえ、病棟中に飛び交った。
私はただ震えていた。
震えること、それだけが自分に与えられた仕事のような気がしていた。
そして絶対数が足りていない看護師はひとりひとりの患者の声に耳を貸している暇もなかった。
私はその年の夏に、一本の短編小説を書き、某新人賞に応募していた。
もちろん自信はまったく無く、とにかくその結果が出るのが今年の秋だったが、
いずれにしても体力的にも、公の場には出られないなあなどと考えていた。
私の担当医はまだ20代にすら見える若い男性だったのだが、
その彼が、措置入院から任意入院に切り替わったと、
任意入院の同意書を持ってきて、私は署名した。
つまりその日から、少なくとも都知事の命令による強制入院ではなくなり、
しかし同時に、入院費公費持ちから自分持ちとなった。
11月の下旬だったと思う。
そして私が、4階の開放病棟に移ったのが12月だったと思う。
開放病棟は男女混合の、症状が軽い人ばかりのところなので、
雰囲気は断然良かった。
看護師も女性が多く、若くてきれいな人も多かった。
その中でも一番はS.晶子さんという看護師さんだったが、
20代前半だと思ったのだが、あとで聞いた話によると、
彼女は既婚で子供も居るということだった。
それはともかく4階は、何より看護師の絶対数が多かった。
エレベーターで1階に降りて、院内の喫茶店で私はコーヒーを飲んだり、カレーライスを食べたりした。
ipod
touchを持ち込んで、かろうじて入る近所のwi-fiを無断借用したりもした。
しかし、基本自分で出来ることは自分でするということが、
却って私にはつらい面もあった。
たとえば洗濯も自分で(コインランドリーだが)やらなければならず、
シーツ交換も同様で、それらが虚弱な私にはつらかった。
2階病棟時から、自宅への外泊を始めていた私は、開放病棟へ移ってからも、
積極的に外泊もした。
そしてついに、2013年1月29日に父が交渉してくれて、その日のうちに私は退院出来たのだ。
3ヶ月の入院生活が終わった。
「霞が関文学」~日本の官僚は本当に頭がいいか?
国会などでの政治家答弁用に中央官僚が書いているという文書は、非常に分かりにくく「霞が関文学」などと揶揄(やゆ)される。そして「官僚は頭がいい」などと評される。たとえばそれらの文章は、読みようによっては白とも黒とも取れる政府の政策。時にそれは、日本の将来を左右するような重要な文書の類でもある。
そして、少なくともこれまではそういう文書は中央官僚たちに都合の良い権益をもたらすように書かれて来たとも言われる。
ところがここへ来て、日本を含む世界はさまざまな意味で行き詰っているとも言われる。たとえば経済面において、日米欧などを中心に資本主義というものの限界を示しているとか、あるいは国際的なテロリスト集団などを中心とする混乱などだ。
つまり、たとえば官僚の書く文書が自分たちに都合の良く書かれているとしても、それらの政策の裏打ちとなる世界情勢あるいは日本国内の情勢が非常に脆弱(せいじゃく)になっているかもしれない。つまりもはや中央官僚にとっての「権益」が無いかもしれない。
あるいは頭がいいと言うより、ずる賢い人たちはとっくに「タックスヘイブン」のような外国へ逃げ出して悠悠自適な暮らしを謳歌しているかもしれない。
時間
宇宙規模で「時間とは?」と考えていたらひらめいた。
実は時間は「流れて」いないのではないか。
大いに関係があると思います。
いわゆる「時空間のねじれ」みたいなものがところどころにあって、
たとえばそれがブラックホールなどと呼ばれているのかもしれませんね。
一日一日
心身虚弱者として生まれて56年。
燃え尽き症候群を20歳で体験して、
一度は結婚したものの精神病院で過ごした日々をはさんで、
自分の場合どうしてもいわゆる前向きに生きようとは思えない。
いつまでこの命があるか、そんなことばかり考えながらひきこもり、...
一日一日と思いながら暮らしている。
恋
なんだか最近いろいろな女性に恋をしている。と言っても本当の恋ではない。テレビやラジオなどに出演している女性や、facebookなどで知りあった女性にだ。歳はあまり若すぎても良くないし、年上すぎても良くない。若い女性は見る分にはいいが、やはり中身が無い方には興味がない。頭は良すぎても邪魔になるが悪すぎても足りない。随分と贅沢なものだ。特に対象になるのはテレビ・ラジオなどのアナウンサーや話し手である場合が多い。いやいまどきの女性は実に可愛くて綺麗な、しかも中身も充実している素敵な方が多いものだと感心している。
自分はと言えば、精神病で汚くて臭い、無職で貧乏なただのおじさんだ。そんな「恋」が実るはずもないのだが。
table of contents
Table of Contents
windows8Proアップグレード版4000円弱プラス約400ポイントで予約
行政サービス、とりわけ社会保障のあり方について~障害者の立場から